
18
地球温暖化対策に係る情報システム基盤の整備（環境局地球環境エネル
ギー部）

運 用 開 始 平成 26

システム概要
・地球環境エネルギー部所管の各種制度の運営を支援するシステムである。
・具体的には、環境確保条例に基づく温室効果ガス排出量総量削減義務と排出量取引制度の各種
  報告書管理（総量削減と排出量取引システム（以下「Ｃ＆Ｔシステム」））等を行っている。

課題・問題点

・地球環境エネルギー部所管の各システムの基盤を統合・共通化し、一体的かつ効率的に運営す
　る共通基盤へ、平成27年度より順次移行した。
・各業務システムが支援する各種制度を安全かつ確実に運営するために、一層のセキュリティ対
　策の強化が求められている。
・Ｃ＆Ｔシステム等、業務効率化や制度改正に伴うシステム機能の改修が必要である。

見 積 概 要
（局評価）

・情報システム基盤の安定稼働のため、基盤環境の維持管理及び各業務システムのアプリケーシ
　ョン保守を行う。
・セキュリティ対策の強化のため、セキュリティ診断を受診する。
・地球温暖化対策報告書システム及びＣ＆Ｔシステムについて、制度改正等に基づくシステム改
　修を行う。
【平成28年度見積事項】地球環境エネルギー部共通基盤の運用経費、業務アプリケーションの保
                      守経費・改修経費、機器賃借経費、回線使用料、セキュリティ診断経費

28年度見積額

見送り

28年度所要額

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

妥当 見直し

見送り その他

行政改革推進部
評　　　価

・機器更新に伴う経費については、サーバの調達方法を見直す
　ととともに、作業内容に基づき積算されており、妥当であ
　る。
・遠隔地バックアップについては、作業内容の精査が必要であ
　るため、見直しを要する。
・その他の運用経費については、実績を踏まえ精査されてお
　り、妥当である。

妥当 見直し

28年度予算額

システム概要
・都営住宅等への入居申込から退去まで、一連の情報を登録し、居住者管理、使用料収納管理、
　使用料滞納管理、駐車場管理等のデータ抽出、アウトプット等を自動的に行い、適正な居住者
　管理を提供するためのシステムである。

課題・問題点

・本システムは、入居者の募集から使用料の徴収管理まで一元的に行い、処理の効率化に寄与し
　ているが、システムの起動時間や検索に時間がかかるなどの課題がある。
・機器更新に合わせ契約内容等を精査し、最適な契約方法を採用する必要がある。
・現行では、システムのデータとバックアップデータは同じ場所で保管しているため、保管場所
　が大規模災害等に遭った場合、全データが消失する可能性がある。

見 積 概 要
（局評価）

・上記の起動時間、検索時間等の課題を解決するため、端末等の更新を行う。
・機器更新に合わせ、運用委託契約の内容を精査し、サーバの調達方法の見直しを行うととも
　に、データ移行等に係る所要経費を計上する。
・大規模災害等に備え、システムデータを遠隔地にバックアップする環境を構築する。
・その他、システム運用に係る所要の経費を計上する。

【平成28年度見積事項】運用経費、機器賃借経費、遠隔地バックアップ環境構築経費等

28年度見積額 27年度予算額 26年度決算額414

事業評価票（情報システム関係予算）　

17 都営住宅管理総合システム（都市整備局都営住宅経営部） 運 用 開 始 平成 14 年度

26年度決算額

行政改革推進部
評　　　価

・運用経費については、システム基盤統合後の経費削減効果を
  反映しており、妥当である。
・制度改正対応に基づくシステム改修経費については、改修内
　容を踏まえ積算されており、妥当である。
・機能追加に基づくシステム改修経費については、事業効果の
　検証を踏まえた見直しを要する。
・その他の経費については、精査されており、妥当である。

妥当 見直し 見送り

28年度所要額

145 百万円 196 百万円27年度予算額

財 務 局 評 価
・上記評価に同じ。
・加えて、経費については実績を踏まえた見直しを行い、縮減
  する必要がある。

妥当 見直し

見送り その他

28年度予算額 131 百万円

百万円 385 百万円 291 百万円

167 百万円

404 百万円

132 百万円

404 百万円

年度
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